
合同会社東北野生動物保護管理センター

代表社員 氏

宮城県塩釜市出身。学生時代に南米アマゾンで新世界ザル調査に参加したことをきっかけに、大

学院でニホンザルの研究を行う。その後、クマ、イノシシ、シカなどの保護管理と調査事業に従事。

2007年に合同会社東北野生動物保護管理センターを設立。農林水産省農作物野生鳥獣被害

対策アドバイザー、環境省鳥獣保護管理プランナー、哺乳類学会サル部会委員ほか、東北の野生

動物における検討委員を多数務める。

主催：青森県環境エネルギー部自然保護課

講習会の詳細情報は自然

保護課ホームページをCHECK

※各回定員あり。お申込みはお早めに。

野生鳥獣被害対策をもっと知りたい

捕獲の担い手となる狩猟者の確保・育成、持続的な狩猟体制の維持が課題となってます。

そのため、県ではニホンジカ、イノシシ等の大型獣の捕獲に必要な知識・技術の向上を図るとともに、適切な解体

処理技術及び知見を有した人材を養成することを目的とした講習会を開催します。

大型獣の捕獲技術を高めたい

ジビエの利活用について学びたい

①知識講習会（青森市）

・大型野生獣の現状と県の取組み

・全国の野生鳥獣と東北のいま

・被害対策の考え方、捕獲方法とその種類

・ICT・ドローン等の最新技術の応用

・ジビエ利活用

②狩猟技能講習※（東北町）

射撃場での射撃実習

③狩猟体験・ジビエ試食会※（岩手県釜石市）

・シカが高密度で生息している釜石市で巻狩り猟を体験

・捕獲個体は地元猟友会の指導の下で解体し、試食

※対象：第一種狩猟免許所持かつ猟銃所有者

①知識講習会 ：10/26（土）

②狩猟技能講習 ：10/27（日）

③狩猟体験・ジビエ試食会
＊
：12/  7（土）

～12/8（日）

県ホームページで公開している開催概要を確認

し、必要事項を記載の上、Mail又はFaxで10月

21日迄にお申込み下さい。受講料は無料です。
【申込先】

合同会社東北野生動物保護管理センター

Tel.022-394-5980 Fax.022-394-7922

mail:kinota@four-m.jp（担当：木野田）

知識講習会は、狩猟免許所持

者のほか、狩猟に興味のある方

（概ね1年以内に狩猟免許の取

得を検討している）も大歓迎！

＊1泊2日
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AOMORI TOHOKU KAMAISHI

野生動物による様々な被害が社

会問題化している現代において、

狩猟者は増え過ぎた野生動物を

適正な生息数に調整する管理対

策の担い手として社会的な役割

の一部を担うようになっています。

知識講習では、近年生息域が

拡大しているニホンジカやイノシシ

等の現状から、管理対策の考え

方、大型獣の捕獲手法、先端技

術の活用、ジビエ利活用に至るま

で、大型獣の管理に必要な基礎

知識をトータルに学びます。

ジビエ利活用については、岩手

県大槌町でジビエ事業を営む、

「MOMIJI株式会社」の兼澤幸男

代表取締役から講演いただきます。

第一種銃猟免許と銃の所持許

可は取得したものの、銃猟の自

信がない…そんな方にうってつけ

の射撃技術向上を目的とした講

習会です。

主催者負担で最大20発の射

撃実習を行い、射撃後に講師

及び参加者同士により意見交

換を行います。講習を通して、

“確実に1頭を仕留めるコツ”を学

びましょう。

巻き狩り猟とは、「勢子」と「射手」

に分かれ、勢子が追い出した獣を

射手が猟銃で捕獲する方法で、グ

ループで行うため、意思疎通と信

頼関係、戦略性が重要となる猟

法です。

狩猟体験では、ニホンジカの生

息密度が高い岩手県釜石市で巻

き狩り猟を実際に体験していただく

ほか、捕獲個体の解体処理につい

ても学びます。

-City -Town -City

2024.10.26 sat. 2024.10.27 sun. 2024.12.7 sat.
~12.8 sun.

青森労働福祉会館
中会議室AB

（青森市本町3丁目3ー11）

ヌマガンショップ
ライフル射撃場

（東北町字塔ノ沢山78ー1）

岩手県釜石市
集合場所
①青森県自治研修所 （青森市）
②いのちをつなぐ未来館（釜石市）

・知識講習は動画での説明が多くすごくわかりやすい。

・他の支部の方と交流できたのが良かった。

・巻き狩り体験もできたし、解体の仕方も丁寧に教えて頂きました。

・初めての参加でしたが想像以上に色々なことを体験できました。

令和５年度大型獣捕獲講習会参加者の声（抜粋）

問い合わせ先

合同会社東北野生動物保護管理センター

Tel.022-394-5980  Fax.022-394-7922

Email : kinota@four-m.jp 担当：木野田


